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本紙は、多くの自治会・管理組合等の皆様のご協力により各戸配布されています。

住みよいまちづくりのため各自治会への加入もお願いいたします。
詳しくは、稲城市役所総務部総務契約課総務係までお問い合わせください。（電話 378-2111）

社協の会員になってください !!

「ずっと稲城で暮らしたい！」合言葉は

社協の会員と賛助金（旧会費）�
　社協会員は、地域福祉の推進に賛同し、社協の事業を資金面から支えて下さる方です。「募金・寄付」の
要素が強く、賛助金を支払うことそのものが地域の支え合いを実現するための参加となりますのでよろしく
お願いいたします。

賛助金（旧会費）の支払い方法 �
①例年、自治会を通じてお支払いいただいている方は、引き続き同じ方法でお願いいたします。
②�自治会未加入など①の方法が難しい方は、下の払込取扱票を用いて郵便局から払込
みをお願いいたします。（払込手数料はかかりません）
③社会福祉協議会の窓口でのお支払いもできます。

あわせて
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賛助金（旧会費）の使いみち
ふれあいセンターの運営

広報紙の発行

ハンディキャブの運行

ボランティア活動の推進

「地域の縁側」として、いざという
時に声をかけ合えるご近所関係を
サポートします。

当協議会が実施する事業や福祉に
関する情報などをお知らせします。

歩行が困難な方などの大切な移動
手段として、車いすごと乗れる車
両を運行しています。

各種のボランティア養成講座やボ
ランティアグループの活動支援な
どを行います。

　多くの皆様の参加と協力に支えられ、
子育て支援や高齢者・障害者福祉、ボラ
ンティア活動など、地域の実情に応じた
幅広い福祉活動を行っています。

　社会福祉法に基づき、全国の都道府
県と市区町村にそれぞれ組織されてい
る公共性の高い非営利の民間団体です。

稲城市社会福祉協議会では…社会福祉協議会とは…

　そのほかにも、自治会や福祉団体などへの活動費助成、小・中学校での福祉教育など、多くの事業を
支えていただいています。

　当協議会が税額控除対象法人になるための取り組みとして会員規程を改正し、平成30年度から
「会費」を「賛助金」に名称変更しています。税額控除対象法人になると、一定額以上の「賛助金」
を支出した方は、税制上の優遇措置（所得税の税額控除）が受けられます。少し先の話ですが…

（2023年を目途に）

check



(担当：大西 純)

≪会員募集中≫
　市内在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方は大
歓迎です。現在約６００名の会員が市内各所で働いてい
ます。会員になって生き甲斐のある生活を満喫しません
か？まずは入会説明会にご出席ください。

○毎月第2火曜日午後1時30分開始
公益社団法人 稲城市シルバー人材センター

稲城市東長沼2112－1 地域振興プラザ3階  ☎377－2212

稲城長沼駅3分 稲城市東長沼568-11 HPビル2F（代表）藤後淳一
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梅
雨
到
来
の
候
、
市
民
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
社
会
福
祉
協
議
会
役

員
改
選
に
伴
い
、
理
事
・
評
議
員
各
位
の
ご

推
挙
と
ご
賛
同
を
賜
り
、
前
期
に
引
き
続
き

ま
し
て
会
長
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
5
月
に
新
天
皇
陛
下
が
即
位
、
元

号
も
『
令
和
』
と
改
元
さ
れ
、
ま
さ
に
新
時

代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
記
念
す
べ
き
年
と
な

り
ま
し
た
。
当
協
議
会
の
令
和
元
年
度
は
平

成
30
年
度
に
策
定
し
た
「
第
5
次
稲
城
市
住

民
活
動
計
画
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
ン
ド
い
な

ぎ
）」
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
約
束
し
た
「
と

も
に
支
え 

み
ん
な
で
つ
く
る 

思
い
や
り
の

ま
ち
」
と
い
う
基
本
理
念
を
柱
に
、
新
し
い

時
代
に
向
け
て
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

目
指
し
た
事
業
活
動
を
推
進
致
し
ま
す
。

　

特
に
近
年
、
8
0
5
0
問
題
（
80
歳
の
親

と
50
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
子
）
を
は
じ
め
と

し
た
複
雑
な
ひ
き
こ
も
り
や
ご
み
屋
敷
問
題
、

子
ど
も
の
貧
困
な
ど
と
い
っ
た
、
従
来
の
福

祉
制
度
の
枠
に
収
ま
り
に
く
い
問
題
や
、
地

域
に
埋
も
れ
て
支
援
に
結
び
付
き
に
く
い
課

題
を
抱
え
る
問
題
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
協
議
会
で
は
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
支
援
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

事
業
の
推
進
を
重
点
取
り
組
み
と
し
て
設
定

し
、
今
日
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
方
向
と
し

て
い
る
『
我
が
事
・
丸
ご
と
』
の
支
援
体
制

の
構
築
に
よ
る
『
地
域
共
生
社
会
』
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
致
し
ま
す
。

　

特
に
本
年
は
、
次
に
掲
げ
る
3
つ
を
重
点

事
業
と
し
て
推
進
し
、
支
援
活
動
の
一
層
の

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

①�

学
ぶ
、
食
べ
る
、
遊
ぶ
、
を
テ
ー
マ
に
し

た
小
・
中
・
高
校
生
対
象
の
子
ど
も
の
居

場
所
『
く
れ
ば
！
』
を
、
民
生
児
童
委
員

協
議
会
や
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
、
駒
沢

女
子
大
学
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と
共
に
定
期
開
催
致
し
ま
す
。

②�

ひ
き
こ
も
り
の
方
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
訪
問
活
動
）
支
援
と
、
ご
家
族
を
対
象

と
し
た
講
座
や
相
談
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
家
族
会
を
結
成
し
て
支
援
の
輪
を

広
げ
ま
す
。

③�

市
内
8
か
所
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
『
サ
ロ
ン
活
動
・
地
域

の
居
場
所
（
交
流
の
場
）』
を
助
成
す
る
サ

ロ
ン
推
進
活
動
を
新
た
に
実
施
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
か
な
る
法
体
制
や
社
会

環
境
の
変
化
が
あ
ろ
う
と
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
歩
む
当
協
議
会
の
姿
勢
に
些
か

の
変
化
も
生
じ
ま
せ
ん
。
い
つ
な
る
と
き
も

『
頼
り
に
な
る
社
協
』
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
微
力
な
が
ら
全
力
を
も
っ
て
努
力
致
し

ま
す
の
で
、
本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き

ま
し
て
の
ご
協
力
と
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

令
和
元
年
７
月

会
長
あ
い
さ
つ

　

  

社
会
福
祉
法
人 

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長  

石
井 

律
夫

〔理事〕石井　律夫 佐久間　修 最勝寺常生
井上美代子 武藤　路弘 川島　幹雄
城所　真人 進藤　典吾 菅原恵美子
田中　早苗 山﨑　一也
北口　隆一 粕谷　静男

〔監事〕山川　常雄 岩藤　真実

任期満了に伴う理事・監事の改選を行いました。
再任された方も含め、新たな役員を紹介します。

新役員（理事・監事）紹介



ボランティア情報

令和元年
（2019年）

発　行：社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会　ボランティアセンター
所在地：東京都稲城市百村7番地　稲城市福祉センター内／電話：042－378－3800（直通）／FAX：042－378－4999

 7月号
 第397号

外国人技能実習生応援施設

外国人技能実習生を介護施設に紹介しています
募集！募集！～「外国人の技能実習の適正な実施及び技能

 　 実習生の保護に関する法律」に基づく事業 ～

※建設業・工場関係等の会社様もぜひご検討ください。

http://revecare.com　　 info＠revecare.com

東京都八王子市めじろ台 2-21-16
株式会社リーブケア

☎042-673-7115

問合せ

担当：大久保
（080-7953-1737）
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ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ご
希
望
が
あ
る
高
齢
者

施
設
な
ど
に
訪
問
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す
。

▽
内
容

　

当
協
議
会
の
美
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
受

け
た
方
が
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

（
1
回
に
つ
き
ク
リ
ー
ム
代
500
円
／
人
数
不
問
）

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
っ
て
も
つ
ぼ
押
し
の
よ
う

に
強
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
リ
ー
ム
を

ゆ
っ
く
り
と
手
に
な
じ
ま
せ
、
優
し
く
刺
激
し

ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
こ
と
で
会
話
が
弾
む
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。

※�

資
格
が
あ
る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
一
人

あ
た
り
両
腕
で
15
分
く
ら
い
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
。
訪
問
時
間
は
２
時
間
以
内
で
す
。

‌�　

２
～
４
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

378–

3
8
0
0

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

中
学
生
か
ら
社

会
人
、高
齢
の
方
ど
な
た
で
も
体
験
で
き
ま
す
。

「
興
味
は
あ
る
け
ど
定
期
的
に
で
き
な
い
」
と

今
ま
で
活
動
で
き
な
か
っ
た
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
新
た
な
発
見
が
あ
な
た
を
待
っ
て

い
ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

説
明
会
で
は
、
体
験
先
の
施
設
な
ど
か
ら
、

活
動
に
つ
い
て
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

第
1
回
説
明
会

▽
日
時

　

7
月
５
日
㈮
　
午
後
4
時
30
分
～
午
後
6
時

▽
会
場

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ　

４
階　

会
議
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

派
遣
し
ま
す
！

参
加
者
募
集
！

２
０
１
９

夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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第
2
回
説
明
会

▽
日
時

　

７
月
６
日
㈯
　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

▽
会
場

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
教
室

Ｑ 

体
験
の
期
間
は
？

　
　
　
　
　

　

７
月
24
日
㈬
～
８
月
31
日
㈯
で
す
。

　

※�

３
日
～
5
日
程
度
の
参
加
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

ど
ん
な
人
が
体
験
で
き
る
の
？

　

中
学
生
以
上
で
す
。

Ｑ 

ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
？

高
齢
者
と
の
交
流

▽�

例　

話
し
相
手
、
掃
除
の
手
伝
い
、
食

事
の
片
付
け
、
納
涼
祭
の
手
伝
い
、

ゲ
ー
ム
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
手
伝
い

障
害
者
と
の
交
流

▽�

例　

話
し
相
手
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販

売
の
手
伝
い
、
喫
茶
の
接
客
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
手
伝
い
、
プ
ー
ル

活
動
の
手
伝
い

子
ど
も
と
の
交
流

▽�
例　

遊
び
相
手
、食
事
の
準
備
片
づ
け
、

掃
除
の
手
伝
い
、
食
事
の
片
付
け

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動

▽�

例　

音
訳
・
点
訳
体
験
、
手
話
体
験
、

里
山
保
全
の
手
伝
い　

な
ど

□
プ
チ
ハ
ン
ズ
□

　

プ
チ
ハ
ン
ズ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
講
師
と
な
り
月
１
回
行
っ

て
い
る
手
芸
の
講
習
会
で
す
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

今
回
は
「
麦
茶
の
コ
ー
ス
タ
ー
」

で
す
。

▽�

日
時　

７
月
24
日
㈬
午
後
１
時

30
分
開
始　

※
受
付
は
午
後
１

時
～

▽�

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

介
護

予
防
教
室

▽
持
ち
物　

手
芸
道
具

　

※
材
料
費
が
若
干
か
か
り
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
方
へ

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

ご
協
力
に
よ
り
「
点
訳
物
」「
音
訳
Ｃ
Ｄ
」

を
無
料
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

プチハンズ年間予定�（いずれも午後1時30分開始です）
9 月25月㈬ えんぴつケース

10月23月㈬ コースター

12月 4月㈬ 干支の置物

1月22月㈬ 雛人形（飾り物）

2月26月㈬
3月25月㈬

斜め掛けバッグ
※�こちらの作品のみ事前の申し込みが必要と
なります。詳細は未定

※８月と 11 月のプチハンズはお休みです。

えんぴつケース

雛人形

コースター

斜めかけバッグ

どの活動にするか迷ったら
まずは相談してください。



6

令和元年7月1日 い な ぎ 社 協 だ よ り 第170号

⑴�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）機
能
の
確
立
に
向
け
た
試
行

　

モ
デ
ル
地
区
の
矢
野

口
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各

地
区
で
関
係
機
関
や
民

生
・
児
童
委
員
等
と
連

携
し
ゴ
ミ
屋
敷
や
認
知

症
高
齢
者
、
ひ
き
こ
も

り
の
方
な
ど
幅
広
く
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
や
の
く
ち
子
ど
も
食
堂
」
や
子
育
て
マ
ッ
プ

作
り
の
「
い
な
ぎ
地
図
ラ
ボ
」、
サ
ロ
ン
活
動

等
地
域
を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
が
飛
躍
的

に
増
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
支
え
合
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ご
近

所
つ
な
が
り
隊
」
の
養
成
は
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
の
く
ち
」
と
協
働
に
よ
る
事

業
と
し
て
展
開
を
し
て
い
く
方
向
で
31
（
令

和
元
）
年
度
か
ら
協
議
を
す
る
予
定
で
す
。

⑵
会
員
の
拡
充

　

会
員
募
集
事
業
は
、
社
協
の
根
幹
を
な
す

事
業
と
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
二
つ
の
自
治

会
か
ら
、
会
員
募
集
事
業
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
数
実
績
に
つ
い
て
は
、
29
年
度
の
減

少
分
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
会
員
拡
充
に
努
め
ま
す
。

⑶
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

　

10
月
1
日
に
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
長
峰
」

を
新
規
開
設
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

軽
体
操
や
カ
ラ
オ

ケ
の
他
、
地
域
に

お
住
い
の
方
が
講

師
と
な
る
俳
句
や

ペ
ン
字
の
講
座
を

取
り
入
れ
、
ま
た
、

長
峰
小
学
校
と
の

交
流
会
等
を
実
施

し
た
こ
と
等
に
よ

り
、
利
用
者
も
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

押
立
、
坂
浜
、
矢
野
口
の
各
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
は
、
開
設
20
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
方
法
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
利
用
者
の
対
応
の
他
、
困
り
ご
と

の
相
談
、
地
域
内
の
福
祉
課
題
を
見
つ
け
た

際
に
は
担
当
職
員
と
連
携
し
て
対
応
す
る
等

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

⑷
地
域
の
「
居
場
所（
交
流
の
場
）」
の
支
援

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
募
金
を
財
源
と

し
て
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
自
主
的
に
運
営

さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
の
活
動
費
を
助
成

す
る
「
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
」
を
新
設
し
、

９
団
体
に
対
し
て
総
額
31
万
円
の
助
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
活
動
は
、
住
民
の
主
体
的
な
取
組

に
よ
っ
て
行
わ
れ
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き

る
「
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
」
を
目
的
と
す

る
活
動
で
す
。
新
規
の
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
助
成
事
業
周
知
の
た
め
説
明
会
を
２
回
開

催
し
ま
し
た
。

⑸�「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
の
周
知
と
支

援
内
容
の
充
実

　

制
度
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
情
報
提
供
と

利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
に
市
内
の
金
融

機
関
に
出
向
き
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
介
護

保
険
事
業
所
、
民
生
・
児
童
委
員
等
へ
も
機

会
の
あ
る
ご
と
に
事
業
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

専
門
員
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
一
人
の
契
約
者
に
対
し
て
年
間
４
回
実

施
の
計
画
を
立
て
、
全
て
の
契
約
者
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
計
画

的
に
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

　

利
用
者
訪
問
等
外
出
先
か
ら
社
協
の
サ
ー

バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
30
年
度
よ
り
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
利
用
者
の
個
人
情
報
を
持
出
す
こ

と
も
無
く
な
り
、
個
人
情
報
紛
失
等
の
危
険

性
を
大
き
く
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
併
せ
て
訪
問
先
で
の
記
録
や
書
類
の
書

き
写
し
等
の
時
間
短
縮
も
可
能
と
な
り
事
務

の
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
も

更
に
活
用
の
幅
を
広
げ
情
報
管
理
の
適
正
化

と
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

⑹「
ひ
き
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ
る
方
の
支
援

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
で
は
、
当
事
者
や

ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
家

族
会
の
立
ち
上
げ
に
む
け
た
講
演
会
等
を
開

催
し
、
31
（
令
和
元
）
年
度
へ
つ
な
ぐ
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

訪
問
活
動
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
と
「
と
ま
り

ぎ
」
の
開
催
を
継
続
的
に
す
す
め
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
に
つ
な
ぐ
な
ど
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
関

す
る
講
演
会
や
「
と
ま
り
ぎ
」
の
支
援
な
ど

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
の
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

29
年
度
に
引
き
続
き
、
障
害
者
相
談
支
援

事
業
と
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が

連
携
し
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
関
す
る
事
業
を

積
極
的
に
行
い
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を

発
掘
し
、
個
別
的
、
柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ

と
で
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
方
の
居
場
所
と
し

て
開
催
し
て
い
る
「
と
ま
り
ぎ
」
の
利
用
者

が
増
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
は
、
制
度
の
狭
間
と
な
る

典
型
的
な
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
8
0
5
0

問
題
に
代
表
さ
れ
る
複
合
的
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
家
庭
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る
地
域
の

課
題
で
す
。
今
後
、
当
協
議
会
と
し
て
も
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑺
就
労
継
続
支
援
事
業
の
充
実

　

食
品
乾
燥
機
を
購
入
し
「
乾
燥
果
実
」「
乾

燥
野
菜
」
の
製
品
化
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

稲
城
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
梨
」
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
と
連
携
し
て
ド
ラ
イ
梨
の
製

品
化
を
目
指
し
て
市
民
ま
つ
り
で
試
食
会
を

開
き
、
市
民
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

野
菜
に
つ
い
て
は
、
ゆ
う
芳
の
里
で
栽
培

す
る
野
菜
を
中
心
に
研
究
を
重
ね
、
大
根
に

つ
い
て
は
切
り
干
し
大
根
と
し
て
製
品
化
し

 
平
成
30
年
度
事
業
と
決
算
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
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相談の種類 内　　容 日　程 時　間 予約

心配ごと相談 民生・児童委員が生活の中で困っている
こと、悩んでいることをうかがいます

毎月
第１・３水曜日 10：00～12：00 不要

高齢者・障害者の
ための法律相談

弁護士が権利擁護に関する相談をお受け
します。

毎月
第３水曜日 13：30～15：30 要

ピアカウンセリング 同じ障害を持つ相談員が「仲間」として、
悩み事をうかがいます 予約時に日程はご相談ください。 要

ひとり親家庭
カウンセリング相談

カウンセラーがひとり親家庭の方を対象
にしたカウンセリングを行います

毎月
第２・４土曜日 13：00～16：00 要

心の悩み相談 相談支援専門員が心の悩みやひきこもり
の生活で悩んでいることをうかがいます 予約時に日程はご相談ください。 要

※相談で伺ったプライバシーに関する秘密は厳守します。※相談はすべて無料です。

心温まるご寄付に心温まるご寄付に心温まるご寄付に感謝いたします感謝いたします感謝いたします

合計：159,439円寄 付 者 （敬称略）

物品寄付者 （敬称略）

当協議会への寄付金は、所得税の寄付金控除及び
個人住民税（市民税・都民税）の寄付金税額控除
の対象になります。 ※ご了解いただいた方のみお名
前を掲載しています。

明治神宮崇敬会稲城支部婦人部 池田由美子 
池田隆三 中島冨子 長峰三丁目団地自治会

稲城市商工会会員　山道晃次 大丸自治会
長瀬まさ子 中村達也 匿名６件

お
知
ら
せ

平成31年４月１日から令和元年５月31日まで

寄付の方法は３つあります。①窓口持参 ②振込 ③口座引落し

※新しい寄付の方法として口座引落しができるようになりました。
　詳細はお問合せください。

相談場所：稲城市福祉センター（百村７番地）１階　第１相談室
予約先：稲城市社会福祉協議会 ☎ 042－378－3366 ＦＡＸ 042－378－4999

稲城市社会福祉
協議会専門相談

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
菜
の

種
類
に
よ
っ
て
は
乾
燥
が
う
ま
く
進
ま
な
い

も
の
も
あ
り
、
今
後
も
製
品
化
に
む
け
て
研

究
を
続
け
ま
す
。

⑻�「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
実
施

に
む
け
た
検
討

　

当
協
議
会
が
実
施
す
る
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
協
議
・
検
討
を
行
い
「
学
習
支
援
・

食
事
の
提
供
・
交
流
機
会
の
提
供
」
の
３
つ

の
機
能
を
持
つ
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

実
施
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
稲
城
市
関

係
部
署
、
民
生
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委

員
）、
小
中
学
校
他
へ
の
主
旨
説
明
と
協
力
要

請
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
等
を
経

て
、
３
月
に
「
子
ど
も
の
居
場
所
：
く
れ
ば
！
」

と
し
て
試
行
実
施
を
行
っ
た
と
こ
ろ
14
名
の

子
ど
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
行
実
施
に
合
わ
せ
て
、
近
隣
に
事
業
所

を
持
つ
社
会
福
祉
法
人
に
共
同
実
施
の
提
案

を
し
、
永
明
会
と
東
保
育
会
の
二
つ
の
法
人

か
ら
お
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
体
制

的
に
も
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
多
く
の
方
が
関
心
を
持
つ
内

容
で
あ
り
、
試
行

の
結
果
か
ら
も
一

定
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
も
確
認
で

き
ま
し
た
の
で
、

内
容
や
方
法
に
つ

い
て
更
に
検
討
を

重
ね
な
が
ら
本
格

的
に
実
施
し
ま
す
。

決　算　の　概　要
◦ 資金収支計算書（法人全体） ◦ （単位：円）

科　　目 予算 決算 増減
事業活動収入 426,358,920 419,136,718 7,222,202
事業活動支出 465,372,306 437,018,065 28,354,241
収支差額 ▲ 39,013,386 ▲ 17,881,347 ▲ 21,132,039
施設整備等収入 9,059,000 7,856,420 1,202,580
施設整備等支出 96,245,000 91,863,986 4,381,014
収支差額 ▲ 87,186,000 ▲ 84,007,566 ▲ 3,178,434
その他の活動収入 94,165,000 90,963,436 3,201,564
その他の活動支出 77,233,534 56,875,909 20,357,625
収支差額 16,931,466 34,087,527 ▲ 17,156,061
予備費支出 372,000 372,000
当期資金収支差額合計 ▲ 109,639,920 ▲ 67,801,386 ▲ 41,838,534
前期末支払資金残高 161,038,000 124,546,752 36,491,248
当期末支払資金残高 51,398,080 56,745,366 ▲ 5,347,286

◦ 貸借対照表（法人全体） ◦ （単位：円）

科　　目 30年度 29年度 増減
流動資産 111,163,589 150,048,348 ▲ 38,884,759
固定資産 331,621,119 282,274,276 49,346,843
基本財産 1,000,000 1,000,000 0
その他の固定資産 330,621,119 281,274,276 49,346,843
資産の部合計 442,784,708 432,322,624 10,462,084

流動負債 54,242,708 25,352,290 28,890,418
固定負債 185,064,470 195,206,342 ▲ 10,141,872

負債の部合計 239,307,178 220,558,632 18,748,546
基本金 1,000,000 1,000,000 0
基金 14,735,337 80,267,249 ▲ 65,531,912
国庫補助金等特別積立金 24,762,579 22,404,543 2,358,036
その他の積立金 86,238,869 44,699,246 41,539,623
次期繰越活動収支差額 76,740,745 63,392,954 13,347,791

純資産の部合計 203,477,530 211,763,992 ▲ 8,286,462
負債及び純資産の部合計 442,784,708 432,322,624 10,462,084

収入合計 419,136,718円

支出合計 437,018,065円

平成30年度収入支出概要
（資金収支計算書事業活動収支）

事業費
11.4%

障害福祉
サービス等事業
40.7％

補助金
33.7％

受託金
15.1％

就労支援事業
2.1％
事業収入
2.7％

会費1.3%
寄付金0.5%

その他3.9%

事務費6%

その他3.6%助成金
2.3%

就労支援事業2%

人件費
74.7%

収入合計 419,136,718円

支出合計 437,018,065円

平成30年度収入支出概要
（資金収支計算書事業活動収支）

事業費
11.4%

障害福祉
サービス等事業
40.7％

補助金
33.7％

受託金
15.1％

就労支援事業
2.1％
事業収入
2.7％

会費1.3%
寄付金0.5%

その他3.9%

事務費6%

その他3.6%助成金
2.3%

就労支援事業2%

人件費
74.7%
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「
風
の
音
」
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
発
足

し
、
14
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
問
し

て
の
演
奏
活
動
で
す
。
当
初
は
陶
器
で
で
き

た
小
さ
な
「
オ
カ
リ
ナ
」
を
持
っ
て
の
訪
問

演
奏
で
し
た
が
、
今
で
は
オ
カ
リ
ナ
の
ほ

か
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
な
ど
も
と
り
入
れ
て
い
ま
す
。
時

に
は
賛
助
出
演
し
て
下
さ
る
方
も
い
て
、
周

り
の
協
力
の
お
陰
で
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
は
高
齢
者
施
設
の
ほ
か
、
障
害
者

施
設
や
地
域
の
老
人
会
な
ど
で
す
。

　

訪
問
先
で
は
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
合
わ
せ
た
選
曲
に
頭

を
ひ
ね
り
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

若
い
利
用
者
が
多
い
施
設
に
お
伺
い
し
た

時
に
山
下
達
郎
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
」

を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
曲
に
我
々

一
同
、
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、
歌
を
覚
え

た
り
、
一
か
月
こ
の
曲
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
施
設
で
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
は
、

「
岸
壁
の
母
」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し

母
親
役
に
な
り
き
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し

た
。
訪
問
演
奏
の
お
陰
で
い
い
経
験
が
で

き
、
メ
ン
バ
ー
同
士
、
ま
た
訪
問
先
の
利
用

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
音
楽
は
「
音
を
つ
む
ぎ
、

音
を
つ
な
ぎ
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の
」
と

思
い
「
風
の
音
」
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

三
沢
川
を
吹
く
風
に
の
っ
て
、
オ
カ
リ
ナ

の
音
色
、
楽
し
い
歌
声
が
聞
こ
え
た
ら
、
中

央
文
化
セ
ン
タ
ー（
主
に
水
曜
日
）
で
楽
譜

を
広
げ
て
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
地
域
の
中
で
誰
も
が
気
軽
に

集
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
人
と
人
を
結
ぶ
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
が
運
営
す
る
地
域
の
居
場
所
で

す
。
当
協
議
会
で
は
、
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業
を
始
め
ま
す
。

事
業
の
内
容

　

当
協
議
会
に
登
録
さ
れ
た
サ
ロ
ン
に
対
し
て
、
①
登
録
サ
ロ
ン
で

あ
る
こ
と
を
示
す
旗
の
貸
与
、
②
サ
ロ
ン
参
加
者
の
傷
害
保
険
の
加

入
、
③
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
の
交
付
（
申
請
制
で
審
査
あ
り
）
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
説
明
会

▽
日
時　

７
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ご
ろ
ま
で

▽
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階　

介
護
予
防
教
室

▽
対
象　

‌�

市
内
在
住
で
、
サ
ロ
ン
に
関
心
の
あ
る
方
や
、
市
内
で
こ

れ
か
ら
サ
ロ
ン
を
始
め
た
い
方　

※
要
申
込

▽
内
容　

‌�

サ
ロ
ン
活
動
と
は
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

推
進
事
業
、
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
に
つ
い
て
な
ど

サ
ロ
ン
活
動
助
成
金

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
を
財
源
と
し

て
、
サ
ロ
ン
活
動
を
行
う
団
体
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

‌�

市
内
で
月
１
回
以
上
サ
ロ
ン
活
動
を
行
う
法
人
格
の

な
い
３
人
以
上
の
団
体

▽
助
成
内
容

ス
タ
ー
ト
活
動
費
助
成

　

○�

要
件
・
金
額　

昨
年
度
ま
た
は
今
年
度
に
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始

し
た
か
開
始
を
予
定
す
る
団
体　

２
万
円

活
動
費
助
成

　

○
要
件
・
金
額

　
　

活
動
回
数
月
１
回
以
上　

２
万
円

　
　

活
動
回
数
月
２
回
以
上　

５
万
円

▽
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈭
か
ら
９
月
30
日
㈪
ま
で

こ
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

説
明
会
に
ご
参
加
い
た
だ
く
か
、
地
域
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話　
378

－

３
８
０
０

「風の音」
音楽ボランティア

川﨑　恭子 さん

里山での演奏会

は
じ
ま
り
ま
す

�

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業


